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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガン患者の顔面にあてがわれる目隠カバーと、
　前記目隠カバーに取付けられた装着バンドと、
　前記装着バンドに固着されたバンド留具と、
　を有してなり、
　同バンド留具を係着することで目の周囲を目隠カバーで覆って使用するガン治療用アイ
マスクであって、
 
　綿材料・ポリエステル・アクリル繊維・シリコン・グラフェンのいずれかから成る、ガ
ン患者の目の周縁部と同一サイズの目出孔が左右にそれぞれ設けられた前記目隠カバーと
、
　前記目出孔の周縁部に設けられた取付具と、
　同目出孔と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなる個々のガン症状に応じた薬剤が
含浸された蓋部材であって、前記取付具により目隠カバーに着脱可能に取付けられる蓋部
材と、
　を備え、
 
　前記バンド留具を係着することで目隠カバーが目の周囲を覆うように装着されたとき、
前記蓋部材に含浸した薬剤がガン患者に投与された抗ガン剤成分による眼合併症の影響を
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軽減し、
　前記蓋部材に含浸した薬剤が減少した場合ないしは同蓋部材を汚損した場合、同蓋部材
を取付具から取外して交換できる
　ように構成されたことを特徴とする、ガン治療用アイマスク。
 
【請求項２】
　胃ガン・大腸ガン・非小細胞肺ガン・頭頸部ガン・膵臓ガン・胆道ガンを患ったガン患
者に抗ガン剤を投与する際に、同ガン患者の顔面にあてがわれる目隠カバーと、
　前記目隠カバーに取付けられた装着バンドと、
　前記装着バンドに固着されたバンド留具と、
　を有してなり、
　同バンド留具を係着することで目の周囲を目隠カバーで覆って使用するガン治療用アイ
マスクであって、
 
　綿材料・ポリエステル・アクリル繊維・シリコン・グラフェンのいずれかから成る、ガ
ン患者の目の周縁部と同一サイズの目出孔が左右にそれぞれ設けられた前記目隠カバーと
、
　前記目出孔の周縁部に設けられた取付具と、
　同目出孔と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなり、前記取付具により目隠カバー
に固着されるヒアルロン酸を含む点眼薬が含浸された蓋部材と、
　を備え、
 
　前記バンド留具を係着することで目隠カバーが目の周囲を覆うように装着されたとき、
前記蓋部材に含浸した点眼薬がガン患者に投与された抗ガン剤成分による涙道障害・角膜
障害の発症を抑制し、
　前記蓋部材に含浸した点眼薬が減少した場合ないしは同蓋部材を汚損した場合、同蓋部
材を取付具から取外して交換できる
　ように構成されたことを特徴とする、ガン治療用アイマスク。
 
【請求項３】
　急性骨髄性白血病・急性リンパ性白血病・悪性リンパ腫を患ったガン患者に抗ガン剤を
投与する際に、同ガン患者の顔面にあてがわれる目隠カバーと、
　前記目隠カバーに取付けられた装着バンドと、
　前記装着バンドに固着されたバンド留具と、
　を有してなり、
　同バンド留具を係着することで目の周囲を目隠カバーで覆って使用するガン治療用アイ
マスクであって、
 
　綿材料・ポリエステル・アクリル繊維・シリコン・グラフェンのいずれかから成る、ガ
ン患者の目の周縁部と同一サイズの目出孔が左右にそれぞれ設けられた前記目隠カバーと
、
　前記目出孔の周縁部に設けられた取付具と、
　同目出孔と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなり、前記取付具により目隠カバー
に固着されるステロイドを含む点眼薬が含浸された蓋部材と、
　を備え、
 
　前記バンド留具を係着することで目隠カバーが目の周囲を覆うように装着されたとき、
前記蓋部材に含浸した点眼薬がガン患者に投与された抗ガン剤成分による結膜炎の発症を
抑制し、
　前記蓋部材に含浸した点眼薬が減少した場合ないしは同蓋部材を汚損した場合、同蓋部
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材を取付具から取外して交換できる
　ように構成されたことを特徴とする、ガン治療用アイマスク。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、抗ガン剤の投与による眼合併症を抑制するためのガン治療用アイマスクに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　わが国（日本）では、ガンによる死亡数が脳卒中の死亡数を上回った１９８１年以降、
ガンが病別の死因第１位になって久しい。
　ガンによる死亡数の勢いはとどまるところを知らず、ひたすら増加の一途をたどってい
る。２０１３年の統計によればガンによる死亡者の数は３６万人余りで、実に死亡総数の
およそ３割を占めている。
【０００３】
　ガン症状の進行を食い止めるため、医療現場ではガン患者に対し抗ガン剤を投与するこ
とが通例となっている。
　しかしながら抗ガン剤を用いた場合、患者の涙液に混入した抗ガン剤成分によってまれ
に眼の合併症を誘発することがある。
【０００４】
　ガン患者に投与される抗ガン剤成分をガンの種別に応じて分類すると、
　（１）「胃ガン・大腸ガン・非小細胞肺ガン・頭頸部ガン・膵臓ガン・胆道ガン」の治
療時に投与される抗ガン剤成分としては「テガフール－ギメラシル－オテラシルカリウム
（ＴＳ１（登録商標））」・「フルオロウラシル（５－ＦＵ（登録商標））」が挙げられ
る。
【０００５】
　上記ＴＳ１（登録商標）は、５－ＦＵ（登録商標）の効果を持続させることができるよ
うに改良が図られた経口抗腫瘍剤である。
　また５－ＦＵ（登録商標）は、細胞のＲＮＡ（Ribonucleic Acid：リボ核酸）機能障害
とＤＮＡ（Deoxyribonucleic Acid：デオキシリボ核酸）合成を阻害することで抗腫瘍効
果を発揮する。
　しかしながら、これらの抗ガン剤成分は腫瘍細胞のみならず正常細胞にも取込まれ、角
膜上皮・涙小管上皮をはじめとする細胞分裂の盛んな部位で副作用を生じやすいといわれ
ている。
　そのため眼科領域においては、涙道障害（流涙）、視力低下、眼痛、羞明（角膜炎・角
膜潰瘍・角膜びらん）などの合併症を引起こす場合がある。
【０００６】
　「涙道障害」は、涙道（涙の経路）の狭窄（狭くなってすぼまる現象）や閉塞により発
現する。
　抗ガン剤成分ＴＳ１（登録商標）・５－ＦＵ（登録商標）により影響を受ける部位は「
涙点・涙小管・涙嚢・鼻涙管」であり、なかでもとりわけ涙小管は太さが１ｍｍと非常に
細いため塞がりやすい。
　涙道が狭くなったり塞がってしまうと、涙液が正常に鼻に運ばれないために涙が眼から
絶えずこぼれ落ちるという症状が現れるだけでなく、５－ＦＵ（登録商標）の混じった涙
液が結膜ＣＮ（図９参照）に長期間とどまることで眼合併症が重症化するおそれもある。
　同図９に示すように結膜ＣＮは、白目と上下まぶたの裏側にある半透明な薄膜である。
【０００７】
　また上記ＴＳ１（登録商標）・５－ＦＵ（登録商標）の影響により、角膜ＣＭ（図９）
の炎症やびらん（角膜上皮がはがれる症状）・角膜潰瘍などの「角膜に関する障害」が起
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こることで視力低下・眼の痛み・羞明を発症するケースもある。
【０００８】
　（２）また「急性骨髄性白血病・急性リンパ性白血病・悪性リンパ腫」を患った患者に
は「シタラビン（キロサイド）」という抗ガン剤成分が投与される。
　投与されたシタラビンが血液中から涙液に移行すると、図９に示した結膜ＣＮの炎症（
結膜炎）が起こるおそれがある。
【０００９】
　（３）さらに「非小細胞肺ガン・乳ガン・卵巣ガン・子宮体ガン・胃ガン」には共通し
て「タキソール（パクリタキセル）」や「タキソテール（ドセタキセル）」といった抗ガ
ン剤成分が使用される。
　これらの抗ガン剤成分により、視力低下・変視症・小視症・涙道障害といった症状が起
こりうる。「変視症」とは物が歪んで見える症状であり、網膜ＲＴの黄斑ＭＣ（図９のよ
うに、網膜ＲＴの中心付近に位置する部位）の異常により引起こされる。
【００１０】
　（４）なお上記のうち「乳ガン」については「タモキシフェン」という抗ガン剤成分も
投与される。
　同タモキシフェンは、網膜血管の炎症をはじめとする血管障害や変視症を引起こすこと
がある。
【００１１】
　（５）また「肺ガン・悪性胸膜中皮腫・胃ガン・食道ガン・頭頸部ガン・卵巣ガン・子
宮頸ガン・膀胱ガン・前立腺ガン・骨肉腫・神経芽細胞腫・胚細胞腫瘍」については「シ
スプラチン」という抗ガン剤成分が投与される。
　同シスプラチンに起因する球後視神経炎により、視力低下や視野障害が生じる。ここで
いう「球後視神経炎」とは、眼球より後方にある視神経ＯＮ（図９）の炎症のことを指す
。
【００１２】
　（６）さらには「非小細胞肺ガン」に対する「ゲフィチニブ」投与、「非小細胞肺ガン
・膵臓ガン」に対する「エルロチニブ」投与、「大腸ガン・頭頸部ガン」に対する「セツ
キシマブ」投与により、まつ毛が長くなったり（長生化）、本来の向きに生えずに不揃い
な状態になったり（睫毛乱生）することもある。
　このようなケースでは、まつ毛が眼の表面（角膜ＣＭ）を刺激することで異物感・痛み
・炎症を引起こす。
【００１３】
　上述したような抗ガン剤成分が目に及ぼす悪影響を軽減するための一手法として、本来
は睡眠の助長を目的として装着するアイマスクに創意工夫を凝らし「抗ガン剤治療に応用
する」ことが考えられる。
　現在のところは「抗ガン剤治療に直接的に応用されたアイマスクは見当たらない」もの
の、アイマスクの製品自体としては様々な効果をねらったものが技術開発されている（例
えば、特許文献１・２参照）。
【００１４】
　特許文献１に開示された医療用アイマスクによれば、通気性のあるフレームの特定部分
に親水性と疎水性を持たせるように加工がされており、外科手術中に汗を吸収して顔面に
かかった流体が侵入するのを回避している。
【００１５】
　また特許文献２に開示されたアイマスクによれば、断熱性を有する目隠し部の外周に凸
条縁部を突設しておき、その空間部分に保冷材や保温材を収容することで目の周辺を冷や
したり温めることができるよう工夫がなされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
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【特許文献１】特開平５－１５４１７３号公報
【特許文献２】特開２００４－２８３４５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　上記文献１の医療用アイマスクによれば、フレームには通気性があって親水性・疎水性
も兼ね備える一方、透明なレンズを「接着剤で着脱不可能なように取付けて」開口部を覆
ってある。
　上記構成を有する特許文献１の医療用アイマスクを抗ガン剤治療時に装用すると、抗ガ
ン剤の混じった涙液が目から排出されても、涙液が開口部のくぼみに溜まってしまい、そ
の結果、ガン患者の目が抗ガン剤成分にさらされ続ける事態が予想される。
　そのため同文献１の技術は、投与された抗ガン剤による目に対する影響の軽減用途に適
した構造とは言い難い。
【００１８】
　上記文献２のアイマスクによれば、冷水・温水を含ませた布などを利用者の目にあてが
うことができる。目にあてがう布に抗ガン剤成分の影響を抑えられる薬剤を含ませておけ
ば、眼合併症に対する抑制効果も期待できる。
　しかしながらアイマスクを抗ガン治療に応用するという発想自体が「抗ガン剤の投与が
目に悪影響を及ぼすことがある」という知識・造詣をなくしては着想することはあり得な
い。
　同文献２には、アイマスクを抗ガン治療に応用するという示唆は一切されていない。
【００１９】
　また同文献２のアイマスクの構造に何ら変更を加えることなくそのまま抗ガン剤治療に
適用し、抗ガン剤成分の影響を軽減する薬剤を含んだ布を目隠し部の空間内に収容してガ
ン患者の目に当てたとしても、薬剤が減ってしまったり、薬剤を吸った布が汚れてしまっ
た場合に、アイマスクそのものを外さなければ布を交換することが難しい。
　さらに同文献２のアイマスクは、アイマスクそのものを外さなければ布を交換できない
構造ゆえに、アイマスクを付けた状態のまま片側の目に当てられた布だけを交換すること
もままならない。
【００２０】
　本発明は上記の問題に鑑みてなされたものであり、ガン患者に投与される抗ガン剤成分
が眼に及ぼす悪影響の軽減を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
〔第１発明〕
　そこで上記の課題を解決するために、本願の第１発明に係るガン治療用アイマスクは、
　ガン患者の顔面にあてがわれる目隠カバーと、
　前記目隠カバーに取付けられた装着バンドと、
　前記装着バンドに固着されたバンド留具と、
　を有してなり、
　同バンド留具を係着することで目の周囲を目隠カバーで覆って使用するガン治療用アイ
マスクであって、
 
　綿材料・ポリエステル・アクリル繊維・シリコン・グラフェンのいずれかから成る、ガ
ン患者の目の周縁部と同一サイズの目出孔が左右にそれぞれ設けられた前記目隠カバーと
、
　前記目出孔の周縁部に設けられた取付具と、
　同目出孔と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなる個々のガン症状に応じた薬剤が
含浸された蓋部材であって、前記取付具により目隠カバーに着脱可能に取付けられる蓋部
材と、
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　を備え、
 
　前記バンド留具を係着することで目隠カバーが目の周囲を覆うように装着されたとき、
前記蓋部材に含浸した薬剤がガン患者に投与された抗ガン剤成分による眼合併症の影響を
軽減し、
　前記蓋部材に含浸した薬剤が減少した場合ないしは同蓋部材を汚損した場合、同蓋部材
を取付具から取外して交換できる構成とした。
 
【００２２】
　第１発明に係るガン治療用アイマスクによれば、抗ガン剤の投与中であってもガン患者
の目にあてがう蓋部材（薬剤を含浸させたもの）を交換できるような構造を採用している
。
　そのため蓋部材に含浸した薬剤が減少した場合や同蓋部材を汚損した場合でも、抗ガン
剤治療の処置を阻害することなしに同蓋部材の交換作業を行うことができる。
　なお蓋部材に含浸した薬剤により、抗ガン剤成分が眼に及ぼす悪影響（眼合併症）の防
止・軽減が可能となっている。
【００２３】
　ここで上記「目隠カバー」の構成素材としては、和紙をはじめとする耐久性のある紙材
料、綿材料、ポリエステル、アクリル繊維、シリコンなどを採用できる。
　目隠カバーが身体装着部位（眼の周囲など）に接触した場合でも、上記の素材であれば
通気性の点からもガン治療用アイマスクを装着したときの快適性を担保できる。
　なおガン治療用アイマスクの装着時に同アイマスクを誤って落とすことを防ぐため、目
隠カバーの表面には滑り止め加工を施すことが望ましい。
【００２４】
　さらに「目隠カバー」の構成材料には、ポリイミドを約２８００℃で加熱処理して生成
される「グラフェン」を使用してもよい。
　「グラフェン」は、炭素原子同士がｓｐ２共有結合してなる六角形格子（蜂の巣）構造
のシートであり、一般的な金属中で最も熱伝導率が高い純銅（４００Ｗ／ｍＫ）のおよそ
１０倍の熱伝導率を有する。
　アイマスクを装着した場合、眼の周りを中心として顔面をカバーで覆われることになる
が、熱伝導性に優れたグラフェンで製作された目隠カバーを使用することで人体から発生
した熱が外部に放出されやすく、本願のガン治療用アイマスクを装着したときの快適性が
向上することを期待できる。
【００２５】
　上記「装着バンド」としては、ポリオレフィン系フィルム（ＰＯフィルム）をはじめと
する合成樹脂材、アクリロニトリルを使用したアクリル繊維、ポリウレタン、シリコン、
ゴムなどの柔らかい素材が採用される。
　「ポリオレフィン」とは、オレフィン類やアルケンを単位分子（モノマー）として合成
される高分子（ポリマー）のことを指す。
　ポリオレフィンの具体例としては、エチレンを重合させて得られるポリエチレンやポリ
エチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、プロピレンを重合させて得られるポリプロピレンな
どが挙げられる。
【００２６】
　また上記「バンド留具」には、マジックテープ（登録商標）に代表される面ファスナ（
図１参照）を採用すればよい。
　また頭部に巻きつけられた装着バンドを係合する機能を果たすものであれば、ホック、
ボタンとボタンホール、結び紐など任意の手段をバンド留具として採用できる。
【００２７】
　このように第１発明のガン治療用アイマスクでは、一般に流通しているアイマスクに簡
易な工夫を施すだけで抗ガン剤治療に直ちに応用できる。そのためガン治療用アイマスク
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の製造コスト・流通価格を引下げることができ、ひいては普及促進を期待できる。
　また上述したとおりガンによる死因数は増加の一途をたどっており、ガン治療を受ける
患者数も年々増加している。そのためガン治療用アイマスクを「低廉な価格で提供可能に
する」ことは、幅広い層のガン患者が抗ガン剤治療を受けやすい環境作りに資するものと
考えられる。
 
【００２８】
〔第２発明〕
　また上記の課題を解決するために本願の第２発明に係るガン治療用アイマスクは、
　胃ガン・大腸ガン・非小細胞肺ガン・頭頸部ガン・膵臓ガン・胆道ガンを患ったガン患
者に抗ガン剤を投与する際に、同ガン患者の顔面にあてがわれる目隠カバーと、
　前記目隠カバーに取付けられた装着バンドと、
　前記装着バンドに固着されたバンド留具と、
　を有してなり、
　同バンド留具を係着することで目の周囲を目隠カバーで覆って使用するガン治療用アイ
マスクであって、
 
　綿材料・ポリエステル・アクリル繊維・シリコン・グラフェンのいずれかから成る、ガ
ン患者の目の周縁部と同一サイズの目出孔が左右にそれぞれ設けられた前記目隠カバーと
、
　前記目出孔の周縁部に設けられた取付具と、
　同目出孔と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなり、前記取付具により目隠カバー
に固着されるヒアルロン酸を含む点眼薬が含浸された蓋部材と、
　を備え、
 
　前記バンド留具を係着することで目隠カバーが目の周囲を覆うように装着されたとき、
前記蓋部材に含浸した点眼薬がガン患者に投与された抗ガン剤成分による涙道障害・角膜
障害の発症を抑制し、
　前記蓋部材に含浸した点眼薬が減少した場合ないしは同蓋部材を汚損した場合、同蓋部
材を取付具から取外して交換できるような構成とした。
 
【００２９】
　第２発明によれば「胃ガン・大腸ガン・非小細胞肺ガン・頭頸部ガン・膵臓ガン・胆道
ガン」の治療時に投与される「テガフール－ギメラシル－オテラシルカリウム（ＴＳ１（
登録商標））」ないしは「フルオロウラシル（５－ＦＵ（登録商標））」による悪影響を
軽減するために、「角膜の保護作用を有するヒアルロン酸」を含む点眼薬を含浸させてい
る。
　これにより５－ＦＵ（登録商標）・ＴＳ１（登録商標）に起因する涙道障害や角膜障害
の発症を抑制することができる。
【００３０】
　なおテガフール－ギメラシル－オテラシルカリウムやフルオロウラシルの投与による眼
合併症に対しては、涙液中の５－ＦＵ（登録商標）濃度を下げるために防腐剤を含まない
人工涙液点眼を使用したり、炎症の症状がひどい場合には低濃度のステロイド点眼（０．
１％フルオロメトロンなど）を使用することもできる。
 
【００３１】
〔第３発明〕
　上記の課題を解決するために、本願の第３発明に係るガン治療用アイマスクは、
　急性骨髄性白血病・急性リンパ性白血病・悪性リンパ腫を患ったガン患者に抗ガン剤を
投与する際に、同ガン患者の顔面にあてがわれる目隠カバーと、
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　前記目隠カバーに取付けられた装着バンドと、
　前記装着バンドに固着されたバンド留具と、
　を有してなり、
　同バンド留具を係着することで目の周囲を目隠カバーで覆って使用するガン治療用アイ
マスクであって、
 
　綿材料・ポリエステル・アクリル繊維・シリコン・グラフェンのいずれかから成る、ガ
ン患者の目の周縁部と同一サイズの目出孔が左右にそれぞれ設けられた前記目隠カバーと
、
　前記目出孔の周縁部に設けられた取付具と、
　同目出孔と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなり、前記取付具により目隠カバー
に固着されるステロイドを含む点眼薬が含浸された蓋部材と、
　を備え、
 
　前記バンド留具を係着することで目隠カバーが目の周囲を覆うように装着されたとき、
前記蓋部材に含浸した点眼薬がガン患者に投与された抗ガン剤成分による結膜炎の発症を
抑制し、
　前記蓋部材に含浸した点眼薬が減少した場合ないしは同蓋部材を汚損した場合、同蓋部
材を取付具から取外して交換できるような構成とした。
【００３２】
　第３発明によれば「急性骨髄性白血病・急性リンパ性白血病・悪性リンパ腫」の治療時
に投与される「シタラビン（キロサイド）」が及ぼす悪影響を軽減するために、「ステロ
イド」を含む点眼薬を含浸させている。
　このようにすることでシタラビン（キロサイド）に起因する結膜炎の発症を抑制するこ
とができる。
 
【００３３】
〔第４発明〕
　上記の課題を解決するために、本願の第４発明に係るガン治療用アイマスクは、
　ガン患者の顔面にあてがわれる目隠カバーと、
　前記目隠カバーに取付けられた装着バンドと、
　前記装着バンドに固着されたバンド留具と、
　を有してなり、
　同バンド留具を係着することで目の周囲を目隠カバーで覆って使用するガン治療用アイ
マスクであって、
 
　ガン患者の目の周縁部と同一サイズの目出孔が左右にそれぞれ設けられた前記目隠カバ
ーと、
　前記目出孔の周縁部に設けられた取付具と、
　同目出孔と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなり前記取付具により目隠カバーに
固着される乾燥状態の蓋部材と、
　を備え、
 
　前記バンド留具を係着することで目隠カバーが目の周囲を覆うように装着されたとき、
前記蓋部材がガン患者に投与された抗ガン剤成分を吸収し、
　前記蓋部材が涙液を十分吸収した場合ないしは同蓋部材を汚損した場合、同蓋部材を取
付具から取外して交換できるような構成とした。
【００３４】
　第４発明に係るガン治療用アイマスクによれば「急性骨髄性白血病・急性リンパ性白血
病・悪性リンパ腫」の治療用に投与される抗ガン剤成分（シタラビン）による悪影響を軽
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減するために、「乾燥状態の蓋部材（吸水素材）」をあてがう。
【００３５】
　また第４発明によれば「肺ガン・悪性胸膜中皮腫・胃ガン・食道ガン・頭頸部ガン・卵
巣ガン・子宮頸ガン・膀胱ガン・前立腺ガン・骨肉腫・神経芽細胞腫・胚細胞腫瘍」につ
いても、その治療時に投与される抗ガン剤成分（シスプラチン）の悪影響を軽減するよう
、乾燥状態の蓋部材（吸水素材）をあてがう。
【００３６】
　さらに第４発明では「非小細胞肺ガン」に対する抗ガン剤成分（ゲフィチニブ、エルロ
チニブ）の投与、「膵臓ガン」に対する抗ガン剤成分（エルロチニブ）の投与、「大腸ガ
ン・頭頸部ガン」に対する抗ガン剤成分（セツキシマブ）の投与による悪影響を軽減する
ために、「乾燥状態の蓋部材（吸水素材）」をあてがう。
　このようにすることで涙液とともに排出された抗ガン剤成分が蓋部材に吸収され、目の
中に留まることがないため体内投与された抗ガン剤の眼に対する影響が軽減される。
 
【００３７】
〔第５発明〕
　上記の課題を解決するために、本願の第５発明に係るガン治療用アイマスクは、
　ガン患者の右目にあてがわれる右目用の目隠カバーと、
　ガン患者の左目にあてがわれる左目用の目隠カバーと、
　前記右目用の目隠カバーおよび前記左目用の目隠カバーをそれぞれ回動可能に挿通する
支持棒と、
　前記支持棒に取付けられた装着バンドと、
　前記装着バンドに固着されたバンド留具と、
　を有してなり、
　同バンド留具を係着することで、右目と左目の周囲を右目用の目隠カバーと左目用の目
隠カバーで覆って使用するガン治療用アイマスクであって、
 
　ガン患者の右目の周縁部と同一サイズの目出孔が設けられた前記右目用の目隠カバーと
、
　同ガン患者の左目の周縁部と同一サイズの目出孔が設けられた前記左目用の目隠カバー
と、
　前記右目用の目隠カバーならびに左目用の目隠カバーそれぞれの目出孔の周縁部に設け
られた取付具と、
　同目出孔と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなる個々のガン症状に応じた薬剤が
含浸された蓋部材であって、前記取付具により目隠カバーに着脱可能に取付けられる蓋部
材と、
　を備え、
 
　前記バンド留具を係着することで右目用の目隠カバーと左目用の目隠カバーが右目と左
目の周囲をそれぞれ覆うように装着されたとき、前記蓋部材に含浸した薬剤がガン患者に
投与された抗ガン剤成分の影響を軽減し、
　前記蓋部材に含浸した薬剤が減少した場合ないしは同蓋部材を汚損した場合、同蓋部材
を取付具から取外して交換できるような構成とした。
【００３８】
　第５発明によれば、吸水素材からなる蓋部材の構成について第１発明と同一の技術的特
徴を有するため、第１発明と同様の効果を奏することが可能である。
　また第５発明によれば、左右の目隠カバーの向きをそれぞれ独立して変更可能な構造と
なっている。
　そのため交換の必要な蓋部材が取付けられた側の目隠カバーのみ面の向きを変更し（図
４（ｂ）参照）、ガン患者の顔面から離れた状態で蓋部材を交換することで、蓋部材に加
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えた力がガン患者の顔面に伝わってしまう事態を未然回避できる。
 
【００３９】
〔第６発明〕
　上記の課題を解決するために、本願の第６発明に係るガン治療用アイマスクは、
　ガン患者の右目にあてがわれる右目用の目隠カバーと、
　ガン患者の左目にあてがわれる左目用の目隠カバーと、
　前記右目用の目隠カバーおよび前記左目用の目隠カバーをそれぞれ回動可能に挿通する
支持棒と、
　前記支持棒に取付けられた装着バンドと、
　前記装着バンドに固着されたバンド留具と、
　を有してなり、
　同バンド留具を係着することで、右目と左目の周囲を右目用の目隠カバーと左目用の目
隠カバーで覆って使用するガン治療用アイマスクであって、
 
　ガン患者の右目の周縁部と同一サイズの目出孔が設けられた前記右目用の目隠カバーと
、
　同ガン患者の左目の周縁部と同一サイズの目出孔が設けられた前記左目用の目隠カバー
と、
　前記右目用の目隠カバーならびに左目用の目隠カバーそれぞれの目出孔の周縁部に設け
られた取付具と、
　同目出孔と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなり前記取付具により目隠カバーに
着脱可能に取付けられる乾燥状態の蓋部材と、
　を備え、
 
　前記バンド留具を係着することで右目用の目隠カバーと左目用の目隠カバーが右目と左
目の周囲をそれぞれ覆うように装着されたとき、前記蓋部材がガン患者に投与された抗ガ
ン剤成分を吸収し、
　前記蓋部材が涙液を十分吸収した場合ないしは同蓋部材を汚損した場合、同蓋部材を取
付具から取外して交換できるような構成とした。
【００４０】
　第６発明によれば、蓋部材（乾燥状態の吸水素材）の構成について第４発明と同一の技
術的特徴を有するため、第４発明と同様の効果を奏することが可能である。
　また第６発明によれば、左右の目隠カバーの向きをそれぞれ独立して変更可能な構造と
なっている。
　そのため交換の必要な蓋部材が取付けられた側の目隠カバーのみ面の向きを変更し（図
４（ｂ））、ガン患者の顔面から離れた状態で蓋部材を交換することで、蓋部材に加えた
力がガン患者の顔面に伝わってしまう事態を未然回避できる。
 
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】実施形態１のガン治療用アイマスクの外観を示す模式図である。
【図２】実施形態１のガン治療用アイマスクを顔面から後頭部に巻きつけて使用した状態
であって、蓋部材を取付ける前の模式図である。
【図３】実施形態１のガン治療用アイマスクを顔面から後頭部に巻きつけて使用した状態
であって、蓋部材を取付けた後の模式図である。
【図４】実施形態２のガン治療用アイマスクの外観に想像線を加えた模式図であって、（
ａ）は両側の目隠カバーを下ろした状態のもの、（ｂ）は片側の目隠カバーを起こした状
態のものである。
【図５】本実施形態に係るガン治療用アイマスクの第１変形例を示す外観図である。
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【図６】第１変形例に係るガン治療用アイマスクを装着した使用状態（蓋部材の取付前）
を示す正面図である。
【図７】第１変形例に係るガン治療用アイマスクを装着した使用状態（蓋部材の取付前）
を示す側面図である。
【図８】本実施形態に係るガン治療用アイマスクの第２変形例を示す外観図である。
【図９】眼の断面を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　以下、図１乃至図９を参照して、本発明のガン治療用アイマスクについて説明する。
［実施形態１］
　本発明の実施形態１は、ガン患者の両目にあてがわれる１枚の目隠カバー１に帯状の装
着バンド２を取付けてガン治療用アイマスクを構成した例である。
【００４３】
　図１は、本実施形態に係るガン治療用アイマスク１００の外観模式図である。
　本例のガン治療用アイマスク１００は同図１に示すように、目隠カバー１と、装着バン
ド２と、バンド留具３と、蓋部材４と、を有している。
　同アイマスク１００は、装着バンド２をガン患者の後頭部に巻きつけた上でバンド留具
３を係着することで、目の周囲を目隠カバー１で覆って使用するように構成される（図２
・図３参照）。
　以下、この内容について詳しく説明する。
【００４４】
　目隠カバー１は、ガン患者の顔面にあてがわれるものであり、眼の周囲を覆うためのカ
バーである。
　図１に示すように目隠カバー１には、ガン患者の目の周縁部と同一サイズの開口部（目
出孔１１）が左右にそれぞれ設けられている。
【００４５】
　同カバー１の構成素材としては、綿材料、ポリエステル、アクリル繊維、紙材料、シリ
コンなどを採用できる。
　これらの素材であれば通気性の点からも、ガン治療用アイマスク１００を装着したとき
の快適性を担保できる。
【００４６】
　取付具１２は目出孔１１の周縁部に設けられており、目隠カバー１に対して蓋部材４を
着脱可能に取付ける役割を果たす。
　ガン治療用アイマスク１００の装着時であっても取付具１２に蓋部材４が取付けられて
いないときは、ガン患者の眼は目隠カバー１で遮られることなく外気にさらされる構造に
なっている。
　なお取付具１２としては面ファスナ、環状のリング部材などを採用できる。
　環状のリング部材を取付具１２として備える目隠カバー１に対して蓋部材４を取付ける
場合、蓋部材４側にも取付具１２と同一形状のリング部材（取付部材４２）を設けておき
、これらの構成要素１２と４２を嵌合する。
【００４７】
　装着バンド２は、目隠カバー１の左右両端部に取付けられたバンド形状の部材である。
　同装着バンド２は、目隠カバー１を眼の周辺にあてがった状態に保持するためのもので
あり、ガン患者の後頭部に巻きつけられる。
【００４８】
　装着バンド２の構成材料としては、ポリオレフィン系フィルムをはじめとする合成樹脂
材、アクリロニトリルを使用したアクリル繊維、ポリウレタン、シリコン、ゴムなどの柔
らかい素材が採用される。
　装着バンド２の身体装着部位（側頭部・後頭部など）には同バンド２による押圧（締付
力）が加わることになるが、シリコン系素材などであれば可撓性・柔軟性の点で日進月歩
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の勢いで飛躍的に改良が進んでおり、ガン治療用アイマスク１００を装着したときの快適
性を担保できる。
【００４９】
　バンド留具３は、装着バンド２から外れないように固着的に設けられている。図１の例
ではバンド留具３として面ファスナが採用されている。
　同留具３は、目隠カバー１の左右から延伸する装着バンド２をガン患者の顔面から後頭
部まで巻きつけたときに、同バンド２の両端部を互いに係合する役割を果たす。
【００５０】
　バンド留具３の機構としては種々の方式を採用できる。すなわち図１に例示した面ファ
スナに限定されず、ボタンとボタンホール、結び紐、ホック（圧着型・マグネット型など
）、パチン錠（留受・留金）でも、バンド留具３として利用できる。
　バンド留具３に関するこれらの設計事項は、ガン治療用アイマスク１００を製造環境（
例えば、製造工場に導入されている機械設備）に応じて自由に選択すればよい。
【００５１】
　またバンド留具３は、ガン治療用アイマスク１００を使用する対象者の年齢・性別など
に応じて同留具３の機構（面ファスナ、ホック、ボタンとボタンホール、結び紐、クリッ
プなど）を任意に選択可能である。
　例えば、幼児・児童向けにはバンド留具３による怪我を未然防止すべく、バンド留具３
として結び紐を採用してもよい。
【００５２】
　蓋部材４は、吸収部材４１と、取付部材４２と、から構成される。
　吸収部材４１は、目出孔１１と同一形状かつ同一サイズの吸収素材からなる部材である
。本例の吸収部材４１には、個々のガン症状に応じた薬剤が含浸されている。
　吸収部材４１を構成する吸収素材の例としては、ポリアクリル酸ナトリウムに代表され
る高吸水性高分子（SAP：Superabsorbent polymer）、綿材料などを採用可能である。
【００５３】
　また蓋部材４の周縁部には、蓋部材４を目隠カバー１に着脱するための取付部材４２が
取付けられている。
　取付部材４２と取付具１２を係着することで、目隠カバー１に蓋部材４が取付けられる
。
　また係着した状態にある取付部材４２と取付具１２を引離すことで、目隠カバー１から
蓋部材４を取外すことが可能である。
【００５４】
　なお本例では、各ガン患者の「疾患に応じて」異なった薬剤成分を含む点眼薬を吸収部
材４１に含ませておく。
　ガン患者が患っている疾患が「胃ガン・大腸ガン・非小細胞肺ガン・頭頸部ガン・膵臓
ガン・胆道ガン」である場合、これらのガン治療時に投与される「テガフール－ギメラシ
ル－オテラシルカリウム」（ＴＳ１（登録商標））ないしは「フルオロウラシル」（５－
ＦＵ（登録商標））による悪影響を軽減するため、「角膜の保護作用を有するヒアルロン
酸を含む点眼薬」を吸収部材４１に含浸させる。
　これにより５－ＦＵ（登録商標）・ＴＳ１（登録商標）に起因する涙道障害や角膜障害
の発症を抑制することができる。
【００５５】
　またガン患者が患っている疾患が「急性骨髄性白血病・急性リンパ性白血病・悪性リン
パ腫」である場合、これらの治療時に投与される「シタラビン」（キロサイド）が及ぼす
悪影響を軽減するために、「ステロイドを含む点眼薬」を吸収部材４１に含浸させる。
　このようにすることでシタラビン（キロサイド）に起因する結膜炎の発症を抑制するこ
とができる。
【００５６】
　さらにガン患者が患っている疾患が「急性骨髄性白血病・急性リンパ性白血病・悪性リ
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ンパ腫」ないしは「肺ガン・悪性胸膜中皮腫・胃ガン・食道ガン・頭頸部ガン・卵巣ガン
・子宮頸ガン・膀胱ガン・前立腺ガン・骨肉腫・神経芽細胞腫・胚細胞腫瘍」であるとき
は、乾燥状態の吸水部材４１をあてがう。
　このようにすることでシスプラチンに起因する球後視神経炎の発症を抑制することがで
きる。
【００５７】
　さらに「非小細胞肺ガン」に対する抗ガン剤成分（ゲフィチニブ、エルロチニブ）の投
与、「膵臓ガン」に対する抗ガン剤成分（エルロチニブ）の投与、「大腸ガン・頭頸部ガ
ン」に対する抗ガン剤成分（セツキシマブ）の投与時にも、乾燥状態の吸水部材４１をあ
てがう。
　このように乾燥状態の吸水部材４１をガン患者の眼に当てることで涙液とともに排出さ
れた抗ガン剤が吸収されて目の中に留まることがないため「体内投与された抗ガン剤成分
による眼合併症が抑制（軽減）」される。
 
【００５８】
　以下、本実施形態１に係るガン治療用アイマスク１００の使用方法について説明する。
　図２に示すように、まず目隠カバー１をガン患者の眼にあてがった状態にする。
　その後、装着バンド２を後頭部に巻きつけてバンド留具３（図１の例では面ファスナ）
を係着する。
　このようにすることで目隠カバー１がガン患者の眼の周囲を覆った状態で装着される（
図２）。
【００５９】
　続いて目隠カバー１の取付具１２に対して、蓋部材４の取付部材４２を係着する。
　これにより吸収素材からなる吸収部材４１がガン患者の眼に当接する。
　なお同部材４１には予め各ガン患者の疾患に応じた点眼薬を含ませておくか、ないしは
一切の点眼薬を含ませることなく乾燥状態としておく。
【００６０】
　実施形態１によれば、バンド留具３を係着することで目隠カバー１が目の周囲を覆うよ
うに装着されたとき、蓋部材４に含浸した点眼薬の効果によりガン患者に投与された抗ガ
ン剤成分の影響を軽減することができる。
【００６１】
　また実施形態１によれば、抗ガン剤治療の最中に蓋部材４に含浸した薬剤が減少した場
合ないしは蓋部材４を汚損してしまった場合でも、同部材４を取付具１２から容易に取外
すことができる。
　そのため使用済の蓋部材４から未使用状態の蓋部材４に交換でき、抗ガン剤治療の間、
「眼の部位を清潔な状態に保つ」ことができる。
 
【００６２】
［実施形態２］
　本発明の実施形態２は、目隠カバーを右目用と左目用の２つにそれぞれ別個に分割した
ガン治療用アイマスク１００Ａを構成した例である。
【００６３】
　同アイマスク１００Ａは図４（ａ）に示すように、右目用の目隠カバー１－１ならびに
左目用の目隠カバー１－２を有している。
　また、これらの目隠カバー１－１と１－２は１本の支持棒５を挿通することで連結され
ている。
　なお目隠カバー１－１・１－２は各々、支持棒５を軸として自在に回動可能に取付けさ
れている。そのため目隠カバー１－１・１－２は、それぞれ別個独立に面の向きを変えら
れるようになっている（図４（ｂ）参照）。
【００６４】
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　実施形態２のガン治療用アイマスク１００Ａは左右両方の目隠カバー１－１・１－２を
下ろした状態にして（図４（ａ））、これらのカバー１－１・１－２がガン患者の眼の周
囲を覆うように装着される。
　吸収部材４１はガン患者の疾患に応じて適宜、薬剤（点眼薬）を含浸した状態ないしは
乾燥状態としておく。
　これにより実施形態２においても、実施形態１のガン治療用アイマスク１００と同様の
効果が得られる。
【００６５】
　なお実施形態１のガン治療用アイマスク１００の構造（図１）では目隠カバー１の面の
向き（面の法線方向ベクトルの向き）を変更できないため、蓋部材４の取付ないしは取外
しをするときに目隠カバー１がガン患者の顔面を覆った状態で作業せざるを得ない。
　そのため蓋部材４に加えた力がガン患者の顔面に伝わってしまうことで、不快感を与え
てしまうおそれもある。
【００６６】
　しかしながら実施形態２においては、左右の目隠カバー１－１・１－２の向きをそれぞ
れ独立して変更可能な構造となっている。
　そのため交換の必要な蓋部材４が取付けられた目隠カバーのみ面の向きを変更し（例え
ば、図４（ｂ））、ガン患者の顔面から離れた状態で蓋部材４の交換を行うことができる
。
　これにより蓋部材４に加えた力がガン患者の顔面に伝わってしまう事態を未然回避でき
る。
 
【００６７】
〔変形例：装着バンド〕
　なお本発明に係るガン治療用アイマスクは、装着バンド２の両端部を縫合ないしは接着
することでバンド留具３を具備しない構成とすることも可能である（例えば、図５）。
　このように同留具３が不要な簡易構造ゆえに、製造工程の簡略化、使用する部材点数の
軽減、製造コストの低減など様々なメリットを享受しうる。
【００６８】
　図５に例示するガン治療用アイマスク１００Ｂでは、目隠カバー１の左右両端部から水
平方向に延伸する装着バンド２－１を単一の円環構造としている。
　また同アイマスク１００Ｂでは、装着バンド２－１で囲まれた面と垂直な鉛直面に同カ
バー１の上部中央付近から同バンド２－１の中央部へと至る装着バンド２－２が設けられ
ている。
【００６９】
　そして、これらの装着バンド２－１・２－２で形成される放物面にガン患者の頭部がフ
ィットすることにより（図６・図７参照）、ガン患者の疾患に応じて適宜、点眼薬を含浸
した蓋部材４ないしは乾燥状態の蓋部材４をあてがうことができる。
【００７０】
　なお図７の例では、ガン患者が仰向けで寝転んだときの接地面（例えば、後頭部が接す
る枕や寝具など）よりも高い位置に装着バンド２－１がくるように、装着バンド２－２の
長さがあらかじめ調節されている。
　これにより体に負担の大きい抗ガン剤治療を受終わったときでも、ガン患者が頭を起こ
すことなく寝転んだ姿勢のままで他者がガン治療用アイマスク１００Ｂを取外すことがで
きる。
【００７１】
〔変形例：目隠カバーと吸収部材の一体構成〕
　本発明のガン治療用アイマスクでは目隠カバー１に吸収部材４１を固着させて、これら
の構成要素１・４１を「物理的に一体的に構成」することも可能である（図８参照）。
　なお上記構成下では目隠カバー１から吸収部材４１を取外すことができないため、吸収
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【００７２】
　この場合、同図８に示したガン治療用アイマスク１００Ｃは「使い捨て型」となるため
循環型社会に資するよう、目隠カバー１の構成材料は「生分解可能な材料」（例えば、和
紙などの紙材料）を選択するとよい。
　図８のガン治療用アイマスク１００Ｃについても構造の簡易化が図られるため、製造工
程の簡略化、使用する部材点数の軽減、製造コストの低減などが見込まれる。
【００７３】
〔変形例：ガン治療用アイマスクの外的形状〕
　さらに目隠カバー１をはじめとするガン治療用アイマスクの外的形状は、ガン患者の眼
の周囲に吸収部材４１をあてがうという基本機能を損なわない限り、任意の形状（例えば
、星型の装飾を施すなど）にデザイン可能である。
　このようにガン治療用アイマスクの美観性を高めることで、同アイマスクの購入を検討
する需要者の購買意欲が高まることを期待できる。
　またデザインに工夫を凝らすことで、装飾効果により抗ガン剤の投与中におけるガン患
者の緊張が緩和されることを期待できる。
【００７４】
　以上、実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではない。本発明の構成や詳細には、本発明の要旨を逸脱しない範囲で当業者が理解し
得る各種の変形が可能である。
【符号の説明】
【００７５】
　１００　ガン治療用アイマスク
　１　目隠カバー
　１１　目出孔
　１２　取付具
　２　装着バンド
　３　バンド留具
　４　蓋部材
　４１　吸収部材
　４２　取付部材
　５　支持棒
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